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(３月例会｢コレクション紹介｣より)  

平成時代の趣味週間切手 

永吉 秀夫 
郵趣3月号掲載のように、4月に開催されるスタンプショウで、企画展示作品を依頼されていま

す。ただしタイトルが少し間違っていて、正しくは平成年代もカバーしています。その平成年代か

ら2リーフをここに紹介しておきます。 

最近の趣味週間切手は年ごとに題材や形態がバラバラ、という印象がありますが、平成の前半ま

では昭和時代と同じく、数年ごとにまとまったテーマと形態で発行されています。下の5年間は、

近代絵画を題材とした小型切手の時代です。 
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作品は、適切な消印のついた使用済切手による一覧を柱にして、若干の製造面バラエティを加え

ました。同じ年の切手にバラエティがあるわけではありませんが、例えば下のリーフのように、同

時期の同サイズ・同版式の切手でも耳紙上の目打穴の配列が違っていたりして楽しめます。平成中

期以降は、連刷様式や特殊印刷のパターンの変遷も楽しめます。 

イベントの性格を考えると「全種の一覧」は未使用でとも考えましたが、切手屋さんを一店訪れ

るだけで揃ってしまうようなものではつまらないので、こだわった使用済切手を使いました。 

平成時代(1992-2019年)についてはご覧の2リーフのように、「使用済による一覧＋アルファ」の

形で16リーフの中に詰め込みましたが、昭和時代の分については製造面分類を掘り下げたほか、多

様なカバー類による使用面表現も含めて、伝統郵趣コレクションとしての体裁を整えてあります。 

 


